
◇給  与◇		
　 採用当初の額は、次のとおりです。	

前記以外にも、各府省によって行われている試験があり、次のものが予定されています。

詳しくは、各実施府省にお問い合わせください。

国家公務員採用試験を受けられない者
(1)日本の国籍を有しない者
　※日本国籍を有する者であっても外国の国籍を有する者は、外務公務員になることができません。
(2)国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることができない者
〇　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその刑の執行猶予の期間中の者その他その執行を受けることがなくなるまでの者
〇　一般職の国家公務員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から 2年を経過しない者
〇　日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

(3)平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因とするもの以外）

２０２５ 年 度 人事院

国 家 公 務 員 採 用 試 験 の 概 要
ー院卒者試験・大卒程度試験ー

国家公務員採用総合職試験（院卒者試験）

国家公務員採用総合職試験（大卒程度試験）

国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）

皇宮護衛官採用試験（大卒程度試験）

法務省専門職員（人間科学）採用試験

財 務 専 門 官 採 用 試 験

国 税 専 門 官 採 用 試 験

食 品 衛 生 監 視 員 採 用 試 験

労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験

航 空 管 制 官 採 用 試 験

海 上 保 安 官 採 用 試 験

経 験 者 採 用 試 験

◇採用試験の情報◇

　　人事院ホームページの「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」で御確認ください。

◇点字による試験◇

　　 国家公務員採用総合職試験 （大卒程度試験）の「法律」区分、国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）の

　　「行政」区分については、点字による試験（パソコンによる音声読み上げを補助として併用できます。）を行い

　　ます。

　　 点字による受験を希望する方は、人事院各地方事務局（所）にお問い合わせください。

◇申込方法◇

　　各試験の申込みは、インターネットにより行ってください。

　　　 　「インターネット申込専用アドレス」　［ https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html ］

◇問合せ先◇
　①　総合職試験及び一般職試験（大卒程度試験）

問　合　せ　先 所　　　在　　　地 電　　話

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒060-0042　札幌市中央区大通西１２丁目 （011）241-1248

人 事 院 東 北 事 務 局 〒980-0014　仙台市青葉区本町３－２－２３ （022）221-2022

人 事 院 関 東 事 務 局 〒330-9712　さいたま市中央区新都心１－１ （048）740-2006～8

人 事 院 中 部 事 務 局 〒460-0001　名古屋市中区三の丸２－５－１ （052）961-6838

人 事 院 近 畿 事 務 局 〒553-8513　大阪市福島区福島１－１－６０ （06）4796-2191

人 事 院 中 国 事 務 局 〒730-0012　広島市中区上八丁堀６－３０ （082）228-1183

人 事 院 四 国 事 務 局 〒760-0019　高松市サンポート３－３３ （087）880-7442

人 事 院 九 州 事 務 局 〒812-0013　福岡市博多区博多駅東２－１１－１ （092）431-7733

人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒900-0022　那覇市樋川１－１５－１５ （098）834-8400

②　上記①以外の試験

試　　験　　名 問　　　　合　　　　せ　　　先

皇 宮 護 衛 官
（ 大 卒 程 度 試 験 ）

警察庁皇宮警察本部 https://www.npa.go.jp/kougu/recruit/index.html

法 務 省 専 門 職 員
（ 人 間 科 学 ）

法務省各矯正管区、各少年院、各少年
鑑別所、各地方更生保護委員会

https://www.moj.go.jp/jinji/shomu/jinji05_00014.html

財 務 専 門 官
財務省各財務局、福岡財務支局、
内閣府沖縄総合事務局財務部

https://www.mof.go.jp/about_mof/recruit/zaimu/zaimusenmonkan/index.htm

国 税 専 門 官 国税庁各国税局、沖縄国税事務所 https://www.nta.go.jp/about/recruitment/kokusen/shiken/test_02.htm

食 品 衛 生 監 視 員
厚生労働省検疫所管理室、
小樽・大阪・福岡各検疫所

https://www.mhlw.go.jp/general/saiyo/shokukan.html

労 働 基 準 監 督 官 厚生労働省各都道府県労働局 https://www.mhlw.go.jp/general/saiyo/kantokukan.html

航 空 管 制 官 国土交通省航空保安大学校 https://www.cab.mlit.go.jp/asc/exam/index.html

海 上 保 安 官 海上保安庁各管区海上保安本部 https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/

経 験 者 人事院人材局試験課 https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo/sonota/sonota.html

試　　　　験　　　　名 給　　与

総合職

試■■験

院 卒 者 試 験 ２９３，７６０円

大卒程度試験 ２７６，０００円

一 般 職 試 験　（大 卒 程 度 試 験） ２６４，０００円

皇 宮 護 衛 官　（大 卒 程 度 試 験） ３０２，１６０円

法 務 省 専 門 職 員　（人 間 科 学） ※１　　�２９９，８８０円

財 務 専 門 官 ２６４，０００円

試　　　　験　　　　名 給　　与

国 税 専 門 官 ３０２，０４０円

食 品 衛 生 監 視 員 ２６４，８４０円

労 働 基 準 監 督 官 ２６６，０４０円

航 空 管 制 官 ※２　　� ２４２，０００円

海 上 保 安 官 ※３　　� ２２４，４００円

（注）１�　この表は、「一般職の職員の給与に関する法律」の規定によるもので、東京都特別区に勤務する場合における 2025（令和７）年４月１日
の給与の例です。（2024（令和６）年人事院勧告実施後。２についても同じ。）
※１　矯正心理専門職及び法務教官の例です。
※２　航空保安大学校（泉佐野市）に入校時（研修期間中）の例です。
※３　海上保安大学校（呉市）に入校時（研修期間中）の例です。

２　上記のほか、次のような諸手当が支給されます。
扶養手当・・・・・・扶養親族のある者に支給。子月額 11,500円等
住居手当・・・・・・借家（賃貸のアパート等）に住んでいる者等に、月額最高 28,000円
通勤手当・・・・・・交通機関を利用している者等に、定期券相当額（１箇月当たり最高 150,000円）等
単身赴任手当・・採用・異動に伴ってやむを得ない事情により配偶者と別居した者等に、月額最高 100,000 円
本府省業務調整手当・・・・・本府省の業務に従事する者に、行政（一）２級の場合、月額 8,800円。行政（一）１級の場合、月額 7,200 円。
期末手当・勤勉手当（いわゆるボーナス）・・・・・・・1 年間に俸給等の約 4.60月分			

３　経験者採用試験で採用された者の給与は、採用者の経験年数と同程度の経験年数を有する職員が受ける給与との均衡を考慮して

　決定します。			 

４　行政執行法人に採用された者には、行政執行法人が定めた給与が支給されます。			 

◇勤務時間・休暇◇		
１　 勤務時間は、原則として、１日７時間45分で、土・日曜日及び祝日等の休日は休みです。		

　休暇には、年次休暇（年２０日（４月１日採用の場合、採用の年は１５日）。残日数は２０日を限度として翌年に繰越し）のほか、

病気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・ボランティア等）及び介護休暇等があります。		

　また、ワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭生活の両立）支援制度として、育児休業制度等があります。		

２　 行政執行法人に採用された者の勤務時間・休暇等は、行政執行法人ごとに定められています。		

		

◇各試験の２０２４年度実施状況◇		
　国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩを御覧ください。

 外務省専門職員採用試験 

１　 外交領事業務に従事する職員を採用するための外務省専門職員採用試験は、外務省によって次のとおり行われます。

２　 受験案内等の請求その他詳細については、外務省人事課採用班（〒100-8919　東京都千代田区霞が関2-2-1　電話番号（03）3580-3311

（内線2131）　）にお問い合わせください。		

３　 外務省専門職員採用試験の情報は、外務省ホームページでも見られます。

試 験 名 受　　験　　資　　格
受付期間

受験案内等

配布開始日

試　　験　　日
合 格 者
発 表 日

外 務 省

専門職員

① 1995（平成７）.４.２～2004（平成16）.４.１生まれの者
② 2004（平成16）.４.２以降生まれで

（ア）大学卒の者及び 2026（令和８）.３までに大学卒見の者
並びに人事院がこれらの者と同等の資格があると認める者

（イ）短大又は高専卒の者及び 2026（令和８）.３までに短大
又は高専卒見の者並びに人事院がこれらの者と同等の
資格があると認める者

（注）外国の国籍を有する者は、受験することができません。

３.21（金）

～

４.４（金）

〔２.13（木）〕

第 １ 次 ５.31（土）・６.１（日） ６.30（月）

第 ２ 次 ７.15（火）～７.25（金） ８.13（水）

 総合職試験相当及び一般職試験（大卒程度試験）相当の試験 

試験の程度 区　分 試 験 の 名 称 問 合 せ 先 電話（代表） 受付期間

総合職試験
（院卒者試験）相当

獣医学
厚生労働省獣医系技術職員採用試験 厚生労働省大臣官房人事課 （03）5253-1111 ３月下旬～５月上旬

農林水産省獣医系技術職員採用試験 農林水産省大臣官房秘書課 （03）3502-8111 ３月下旬～５月上旬

総合職試験
（大卒程度試験）相当

意匠学 特許庁意匠審査職員採用試験 特許庁総務部秘書課 （03）3581-1101 ２月３日（月）～３月３日（月）

一般職試験

（大卒程度試験）相当

畜　産 農林水産省畜産系技術職員採用試験 農林水産省畜産局畜産振興課 （03）3502-8111 ３月下旬～５月上旬

水　産 農林水産省水産系技術職員採用試験 水産庁漁政部漁政課 （03）3502-1956 ４月中旬～５月中旬

船舶工学 国土交通省船舶系技術職員採用試験 国土交通省大臣官房人事課 （03）5253-8111 ３月上旬～４月下旬

原子力工学 原子力規制庁原子力工学系職員採用試験 原子力規制庁長官官房人事課 （03）3581-3352 ２月下旬～５月中旬



〇 受付期間欄の［ ］内は、受験案内等の国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ掲載日を示します。
〇 総合職試験の英語試験については、英語の能力の程度に応じて加算するものです。
○ �総合職試験（大卒程度試験）「教養区分」の第２次試験は、第１次試験合格通知書で指定

する連続する２日間になります。
〇 航空管制官採用試験の適性試験については、第１次試験（多肢選択式の筆記試験）と

第３次試験（航空管制業務シミュレーションによる試験）に分けて実施します。

試 験 名
受 験 資 格 受付期間 試験日 試験種目

合格者

発表日試験の区分

国　

家　

公　

務　

員　

採　

用　

総　

合　

職　

試　

験

（　

院　

卒　

者　

試　

験　

）

行 政

人 間 科 学

デ ジ タ ル
工 学
数理科学・物理
 ・ 地 球 科 学

化学・生物・薬学

農業科学・水産

農業農村工学

森林・自然環境

1995（平成７）.４.２以降生
まれで

①�大学院修士課程又は専 
門職大学院の課程修了 
者及び 2026（令和８）.３ 
までに大学院修士課程
又は専門職大学院の課
程修了見込みの者

②�人事院が①に掲げる者
と同等の資格があると
認める者

２.３（月）

～
２.25（火）

［2024年 
12.25（水）］

第　

１　

次

３.16（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

３.31（月）

専門試験
（多肢選択式）

（法務区分を除く）

第　

２　

次

４.13（日）
専門試験

（記述式）

（法務区分を除く）

５.30（金）

５.７（水）

～
５.16（金）

政策課題
討議試験

法 務

1995（平成７）.４.２以降
生まれで

①�法科大学院の課程修了
者であって司法試験に
合格したもの

② �2026（令和８）．３まで
に法科大学院の課程
を修了見込みの者で
あって司法試験に合
格したもの

③�司法試験予備試験に合
格した者であって司法
試験に合格したもの

人物試験

英 語 試 験

（

大　

卒　

程　

度　

試　

験

）

政治・国際・人文

法 律

経 済
人 間 科 学

デ ジ タ ル

工 学
数理科学・物理
 ・地 球 科 学
化学・生物・薬学

農業科学・水産

農業農村工学

森林・自然環境

①1995（平成７）.４.２～

　�2004（平成16）.４.１生ま

　れの者

②2004（平成16）.４.２以降
　生まれで

（ア）大学（短大を除く。以
下同じ。）卒の者及び
2026（令和８）.３までに
大学卒見の者

（イ）人事院が（ア）に掲げ
る者と同等の資格があ
ると認める者

第
１
次

３.16（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

３.31（月）
専門試験

（多肢選択式）

第　

２　

次

４.13（日）

専門試験
（記述式）

５.30（金）

政策論文試験

４.21（月）
～

５.16（金）
人物試験

英 語 試 験

教 養

①1995（平成７）.４.２～

　�2006（平成18）.４.１生ま

　れの者

②2006（平成18）.４.２以降
　生まれで

（ア）大学（短大を除く。以
下同じ。）卒の者及び
2026（令和８）.３までに
大学卒見の者

（イ）人事院が（ア）に掲げ
る者と同等の資格があ
ると認める者

８.１（金）

～
８.25（月）

［７.８（火）］

第
１
次

10.５（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

10.22（水）
総合論文試験

第　

２　

次

11.22（土）
又は

11.29（土）
企画提案試験

12.18（木）
11.23（日）

又は

11.30（日）

政策課題
討議試験

人物試験

英 語 試 験

（
大
卒
程
度
試
験
）

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

行 政

デジタル・電気・電子

機 械

土 木

建 築

物 理

化 学

農 学

農業農村工学

林 学

教 養

①�1995(平成７).４.２～
2004(平成16).４.１生ま
れの者

②�2004(平成16).４.２以降
生まれで

　�（ア）大 学 卒 の 者 及 び
2026(令和８).３までに
大学卒見の者並びに人
事院がこれらの者と同
等の資格があると認め
る者

　�（イ）短大又は高専卒の者
及び 2026( 令和８).３
までに短大又は高専卒
見の者並びに人事院が
これらの者と同等の資
格があると認める者

③�教養区分にあっては、
上記①及び②に掲げる
者のほか、2004(平成
16).４.２～ 2005(平成
17).４.１生まれの者

２.20(木)

～
３.24(月)

［２.３(月）］

第

１

次

６.１（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.25（水）

専門試験
（多肢選択式）

【教養以外の区分】

課題対応能力試験
（多肢選択式）
【教養区分】

一般論文試験
【行政区分】

専門試験
（記述式）

【行政及び教養以外
の区分】

一般教養論文試験
【教養区分】

第

２

次

７.９(水)

～
７.25(金）

人物試験 ８.12（火）

試 験 名
受 験 資 格 受付期間 試験日 試験種目

合格者

発表日試験の区分

専　

門　

職　

試　

験

（
大
卒
程
度
試
験
）

皇　

宮　

護　

衛　

官

①1995（平成７）.４.２～�2004（平
　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで

（ア）大学卒の者及び 2026
（令和８）.３までに大学卒
見の者並びに人事院がこ
れらの者と同等の資格が
あると認める者

（イ）短大又は高専卒の者 
及び 2026（令和８）.３まで
に短大又は高専卒見の者
並びに人事院がこれらの
者と同等の資格があると
認める者

２.20（木）

～
３.24（月）

［２.３（月）］

第
１
次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.25（水）

課題論文試験

第

２

次

７.８（火）

～

７.15（火）

人物試験

８.12（火）

身体検査

身体測定

体力検査

法

務

省

専

門

職

員

（

人

間

科

学

）

矯 正 心 理

専 門 職 Ａ
（男子に限る）

①1995（平成７）.４.２～�2004（平
　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで
（ア）大学（短大を除く。以
下同じ。）卒の者及び 2026

（令和８）.３までに大学卒見
の者

（イ）人事院が（ア）に掲げる
者と同等の資格があると認
める者

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.17（火）
矯 正 心 理

専 門 職 Ｂ
（女子に限る）

専門試験
（多肢選択式）

法務教官Ａ
（男子に限る）

①1995（平成７）.４.２～�2004（平
　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで
（ア）大学卒の者及び 2026
（令和８）.３までに大学卒
見の者並びに人事院がこ
れらの者と同等の資格が
あると認める者

（イ）短大又は高専卒の者
及び2026（令和８）.３まで
に短大又は高専卒見の者
並びに人事院がこれらの
者と同等の資格があると
認める者

専門試験
（記述式）

法務教官Ｂ
（女子に限る）

第

２

次

７.４（金）

～

７.９（水）

人物試験

８.12（火）

保護観察官 身体検査
【保護観察官
以外の区分】

法務教官Ａ
（ 社 会 人 ）
（男子に限る）

1985（昭和 60）.４.２～1995（平
成７）.４.１生まれの者 身体測定

【保護観察官
以外の区分】

法務教官Ｂ
（ 社 会 人 ）
（女子に限る）

財

務

専

門

官

①1995（平成７）.４.２～�2004（平
　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで
（ア）大学卒の者及び2026 
（令和８）.３までに大学卒 
見の者並びに人事院がこ 
れらの者と同等の資格が 
あると認める者

（イ）短大又は高専卒の者 
及び 2026（令和８）.３まで 
に短大又は高専卒見の者 
並びに人事院がこれらの 
者と同等の資格があると
認める者

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.17（火）専門試験
（多肢選択式）

専門試験
（記述式）

第
２
次

７.１（火）

～
７.４（金）

人物試験 ８.12（火）

国

税

専

門

官

国税専門Ａ

①1995（平成７）.４.２～�2004（平
　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで
（ア）大学（短大を除く。以下 
同じ。）卒の者及び 2026 
（令和８）.３までに大学卒
見の者

（イ）人事院が（ア）に掲げる者
と同等の資格があると認め
る者

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.17（火）専門試験
（多肢選択式）

専門試験
（記述式）

国税専門Ｂ 第
２
次

６.23（月）

～
７.４（金）

人物試験

８.12（火）

身体検査

試 験 名
受 験 資 格 受付期間 試験日 試験種目

合格者

発表日試験の
区分

専　
　

門　
　

職　
　

試　
　

験

食

品

衛

生

監

視

員

①1995（平成７）.４.２～2004（平 
　成16）.４.１生まれで
（ア）大学（短大を除く。以下同 
じ。）において薬学、畜産学、 
水産学又は農芸化学の課程 
を修めて卒業した者及び
2026（令和８）.３までに当該課
程を修めて大学卒見の者

（イ）都道府県知事の登録を受
けた食品衛生監視員の養成
施設において所定の課程修 
了者及び2026（令和８）.３まで
に当該課程修了見込みの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま
れで

（ア）①（ア）に掲げる者
（イ）都道府県知事の登録を受 
けた食品衛生監視員の養成
施設において所定の課程修
了者又は2026（令和８）.３まで
に当該課程修了見込みの者
で、大学卒の者及び2026（令
和８）.３までに大学卒見の者

（ウ）人事院が（ア）又は（イ）に掲
げる者と同等の資格がある
と認める者

２.20（木）

～
３.24（月）

［２.３（月）］

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.25（水）

専門試験
（記述式）

第

２

次

７.８（火）

～
７.15（火）

人物試験 ８.12（火）

労

働

基

準

監

督

官

労
働
基
準
監
督
Ａ

①1995（平成７）.４.２

～2004（平成16）.４.

　１生まれの者

② �2004（平成16）.４.２

以降生まれで

（ア）大学（短大を除

く。以下同じ。）卒の

者及び 2026（令和

８）.３までに大学卒

見の者

（イ）人事院が（ア）に掲

げる者と同等の資格

があると認める者

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.17（火）専門試験
（多肢選択式）

専門試験
（記述式）

労
働
基
準
監
督
Ｂ

第

２

次

７.８（火）

～
７.11（金）

人物試験

８.12（火）

身体検査

航

空

管

制

官

①1995（平成７）.４.２～2004（平 

　成16）.４.１生まれの者

②�2004（平成16）.４.２以降生ま

れで

（ア）大学卒の者及び 2 0 2 6 

（令和８）.３までに大学卒見

の者並びに人事院がこれ 

らの者と同等の資格がある

と認める者

（イ）短大又は高専卒の者及

び2026（令和８）.３までに短

大又は高専卒見の者並び 

に人事院がこれらの者と同

等の資格があると認める者

第

１

次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.17（火）
適性試験

外国語試験
（聞き取り）

外国語試験
（多肢選択式）

第
２
次

７.２（水）

外国語試験
（面 接）

８.12（火）

人物試験

第
３
次

８.21（木）

～
８.22（金）

適性試験

９.24（水）身体検査

身体測定

海

上

保

安

官

1995（平成７）.４.２以降生ま
れで

①�大学（短大を除く。以下同
じ。）卒の者及び 2026（令和
８）.３までに大学卒見の者

②�人事院が①に掲げる者と同
等の資格があると認める者

第
１
次

５.25（日）

基礎能力試験
（多肢選択式）

６.25（水）

課題論文試験

第

２

次

７.８（火）

～

７.15（火）

人物試験

８.12（火）
身体検査

身体測定

体力検査

経験者採用試験 2025（令和７）年７月以降公表予定

〇  昨年度からの主な変更点
・�　一般職試験（大卒程度試験）において、法律学や化学などの専門試験は課さず、一般的な教養や、

速く正確に課題を解く能力に関する試験を課す「教養区分」を新設します。


